
 

 

令和４年６月定例会 一般質問通告要旨 

 

順番 １２ 

質 問 議 員 名 佐藤 真澄 

質 問 項 目 質    問    要    旨 要求答弁者 

１ 学校給食費は

「無償化」を！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 生理用品の「ト

イレ常設があた

りまえ」に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物価高騰が国民の暮らしに深刻な打撃を与えるなか子どもたちの

給食無料化を求める声が高まっている。「小学校の娘の給食費は 5400

円、中学生の息子は 6500円で 2人合わせると年間数十万円もかかり、

本当に大変」、「給食費の負担を苦しいと感じる人はもっと多いので

は？」等など、深刻である。 

文科省は学校給食等の負担軽減策として、「地域の実情に応じ、こ

れまで通りの栄養バランスや量を保った学校給食が実施されるよう、

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を拡充・活用し、

コロナ禍において物価高騰等に直面する保護者の負担軽減に向けた

自治体の取り組みを強力に促し、必要な支援を迅速に行う」こととし、

給食費の値上げ抑制に臨時交付金の活用を自治体に要請。幸い当市も

臨時交付金を活用し、保護者負担の軽減に向けた取り組みを 6 月議

会に上程した。評価したい。しかし、長引くコロナ禍や昨年来の原油

高、原材料高、輸入価格を押し上げる円安、さらに、ロシアのウクラ

イナ侵略の影響など、様々な物価が上昇しており、低所得者ほど厳し

い状況下にある。こうした生活実態を見て欲しい観点から質問する。 

 

（１） 学校給食費は「無償」にできないか？ 

 

（２） 現行制度（第 3 子無償化）は子育て支援に馴染まない制   

度である。せめて 3 人のうち、同時に通うという部分は撤回

できないか伺う。 

 

昨年に引き続き質問する。 

厚労省は、「生理の貧困」は、「女性の健康や尊厳に関わる重要な課

題」だとして、「生理の貧困」が女性の心身の健康等に及ぼす健康調

査を行い、この 3 月末に結果を発表するなど、運動の中で政府も対

応せざるを得なくなっている。昨年度、内閣府の予算のさまざまな困

難を抱える女性への支援を目的とした地域女性活躍推進交付金を申

請すれば、生理用品の配布についても補助を行うとし、今年度も補助

対象としている。当初は申請の際に、「相談につなげる事業」だと強

調されたため、自治体も保健室やカウンターでの受け渡しなどにこだ

わったところもあったが、現在は、「提供方法の工夫」として、「公共

施設や、小中学校のトイレに生理用品を備えることで自由に受け取れ

るように」と冒頭に提示されている。担当者も「配布の仕方は自治体

の判断で」としている。 
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（１） トイレットペーパーと同じように、生理用品の常設があた 

りまえにしていただきたい。 

 

  ① 公共施設について 

 

  ② 小中学校について 
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